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○２０１８熊高ＳＳＨ（スーパー サイエンス ハイスクール）が始まりました！ 

 昨年度から２０２１年度までの５年間、

第２期目の指定を受けました。研究開発

課題を「学際的アプローチを推進し、多

角的視野と発信力をもつ人材の育成」と

し、生徒の「高い志と発想力及び論理的

思考力の育成」「自然、社会、人文の各

科学を融合した学際的アプローチの推

進」「発信力を持った人材の育成」を目

指します。どの目標も、変化の激しいこ

れからの社会において、この社会をより

良いものへと発展させるべく、生徒諸君

がリーダーとして周囲の人を巻き込み

ながら、行動してゆくのに欠かせない力

です。自分を磨く機会として、積極的に

熊高ＳＳＨに参加してください。 

○熊高ＳＳＨは全員参加が特徴 

 熊高ＳＳＨの特徴は、一部の専門的な生徒が各行事を担うのではなく、文系・理系、運動部・文化部に関係なく、全

ての生徒が対象です。特に全員が必ず参加する行事として、熊高ゼミ（１・２年次）とつくばサイエンスツアー（１年

次）があります。この他、プロジェクトと呼ばれる希望参加行事も数多く企画されます。 

○熊高ＳＳＨ今後の予定から 

 いよいよ様々な行事が始まります。今後ＳＳＨ ＮＥＷＳ等でお知らせしますので、注意してください。 

 ・６月 プロジェクト「ゲート建築講座」、「社会＆地学 神津島研究」参加者募集 

・６月１６日（土）１３：３０から 英語による研究発表会（熊谷市立市民ホール） 

つくばサイエンスツアー（写真は高エネルギ
ー加速器研究機構）。１年次の１１月に実施
します。主な見学先には、国土地理院、建築
研究所、防災科学研究所などがあります。 

熊ゼミは、１，２年次の全員の生徒が各自の
テーマに沿って研究を進め、２月に発表しま
す。約３０のテーマに分かれて研究を行いま
した。 

希望参加の様々なプロジェクトが企画され
ます。写真は社会と理科のコラボで伊豆大
島・三原火山の見学に行き、火山と植生、防
災などの関係を調査しました。 


